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半期情報の開示につきまして

預金・貸出金 等の状況 （半期末残高）

預金は85億円増加（2020年3月末比）し、1,723億円となり、

貸出金は64億円増加（2020年3月末比）し、983億円となりました。 （単位：百万円）

2019年9月 2020年3月 2020年9月

預 金 163,974 163,836 172,358

貸 出 金 91,749 91,908 98,377

有 価 証 券 21,289 20,782 20,894

預 け 金 61,955 61,778 64,038

収益の状況

本業の儲けを示すコア業務純益は、前年同期比で6百万円増加し、2億40百万円となりました。

経常利益は、前年同期比で29百万円増加し、2億36百万円となりました。

当期利益は、前年同期比で2百万円減少し、1億67百万円となりました。 （単位：百万円）

2019年9月 2020年3月 2020年9月

（半期） （通期） （半期）

経 常 収 益 1,414 2,902 1,442

業 務 純 益 234 547 223

実 質 業 務 純 益 234 547 238

コ ア 業 務 純 益 234 547 240

コ ア 業 務 純 益
（ 除 く 投 資 信 託 解 約 損 益 ）

－ 510 240

経 常 利 益 206 525 236

当 期 純 利 益 170 386 167

（注） 以下に掲載する計数は、仮決算に基づくものであり、監査法人の監査を受けたものではありません。

平素より当金庫をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。
2020年度上半期（2020年4月1日～2020年9月30日）の当金庫の業績をお知らせいたしますので、
ご高覧下さいますようお願い申し上げます。

（注） コア業務純益（除く投資信託解約損益）は、2020年3月期より開示項目となっております。
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単体自己資本比率（国内基準）
今仮決算における自己資本額は、内部留保の積み増し等により、79憶74百万円となりました。

自己資本比率は国内基準の4.0％を上回る10.46％となっております。 （単位：％、百万円）
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自己資本の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫および信用金庫連合会がそ

の保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」が平成25年3月8日

に改正され、平成26年3月31日から改正後の告示が適用されたことから、平成26年3月期からバーゼルⅢ国内基準に基づく開示を行っております。

2019年9月 2020年3月 2020年9月

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

そ の 他 目 的 合 計 19,656 591 646 55 19,151 199 411 212 19,265 344 457 113

株 式 380 154 154 － 314 108 109 0 336 129 133 3

債 券 14,010 280 281 0 13,114 179 193 13 11,961 150 162 11

そ の 他 5,265 155 209 54 5,721 △ 88 109 198 6,968 63 162 98

（注）１．「時価」は期末日における市場価格等に基づいております。

　　　２．なお、満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は以下のとおりであります。

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

満 期 保 有 目 的 合 計 1,749 116 116 － 1,720 89 89 － 1,702 73 73 －

子 会 社 ・ 関 連 会 社 － － － － － － － － － － － －
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金融再生法ベースの開示債権と保全の状況（単体）

金融再生法上の不良債権額は、2020年3月期に比べ94百万円減少し18億31百万円となり、

不良債権比率は1.83％となりました。 （単位：％、百万円）

2019年9月 2020年3月 2020年9月

1,832 1,925 1,831

破産更生債権及びこれらに準ず る 債権 410 351 327

危 険 債 権 1,422 1,573 1,503

要 管 理 債 権 0 0 0

91,534 91,554 97,988

93,367 93,479 99,820

1.96 % 2.05 % 1.83 %

1,538 1,643 1,579

貸 倒 引 当 金 268 277 267

担 保 ・ 保 証 等 1,269 1,365 1,312

83.93 % 85.33 % 86.25 %保 全 率 （ D ） / （ Ａ ）
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貸出金の内訳 （業種別）

（単位：百万円）

業 種 別 区 分

（ 日 本 標 準 産 業 分 類 改 定 後 ） （仮決算償却後） （償却後） （仮決算償却後）

製 造 業

農 業 、 林 業

漁 業

鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業

建 設 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 、 郵 便 業

卸 売 業 ・ 小 売 業

金 融 業 、 保 険 業

不 動 産 業

物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 、 専 門 ・
技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業

飲 食 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 、 娯 楽 業

教 育 、 学 習 支 援 業

医 療 ・ 福 祉

そ の 他 の サ ー ビ ス

小 計

地 方 公 共 団 体

個 人 ( 住 宅 ･ 消 費 ･ 納 税 資 金 等 )

合 計

（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。
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コロナ禍での対応状況

中国に端を発した新型コロナウイルス感染症は、今年1月に国内でも感染が確認され、以降、感染拡大、収束を繰り返しながら、い

まだ完全には終息の兆しが見えず我が国経済に大きな打撃を与えています。県内でも複数のクラスターが発生するなど感染拡大

は続いており、当金庫取引先においても、売上減少、コロナ対策費用の増加等、業況への影響が大きくなっております。そのような

状況の中、当金庫としては、アフターコロナ、ウィズコロナを見据え、感染防止対策を徹底するとともに、取引先に対する円滑な資

金供給や各種補助金情報の提供、売上増加・販路拡大策の相談など、今後も取引先に寄り添った支援を引き続き行って参ります。

感染症対策

感染拡大予防策として、出勤時の検温の実施、窓口へのアクリルボードの設置、消毒液の備置等を行っております。

取引先支援

取引先支援策として、新型コロナウイルス感染症対応資金を始めとする円滑な資金供給および柔軟な条件変更の実施、よろず

支援拠点コーディネーターによる個別相談会の実施、GW期間中の「休日相談窓口」の設置、渉外担当者による各種補助金の紹

介等、様々な取り組みを行っております。

「副業でみんながつながる熊本産マスクプロジェクト（注）」に参加し、介護施設等に手作りマスクを配布致しました。

（注）プロジェクト概要：新型コロナウイルス感染症問題により収入減等の影響を受けている熊本県民の皆様が手作りしたマスク

を主催者である「熊本地域金融・経済懇話会」が買い取り、熊本県内の事業者・団体や個人に無料で配布するプロジェクト。当金

庫はこのプロジェクトに賛同し、実施主体としてマスクの買い取り、配付に協力しました。

マスクプロジェクトへの参加

《新型コロナ関連相談を含む2020年度上期のよろず支援拠点経営相談会の取組み状況》

2020年4月3日（第251回）から2020年9月28日（第275回）までの実施回数25回

相談企業者数：15企業者（2020年度 新規相談企業者のみの累計）

場 所：くましんビジネスサポートプラザ（BSP)

開催日：毎月4回 1日5件迄

時 間：1時間30分個別相談

講 師：栗田博成氏（熊本県よろず支援拠点コーディネーター）

また、取引先の資金繰り支援は勿論のこと、新しく有益な情報提供や

提案を取引先に適時適切に提供することも重要であると考え、渉外担

当者のスキルアップを図るため、外部講師等による研修も適宜実施し

ております。
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